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電気自動車普及協議会 

         
                      活動のご紹介 
 
                   2013年3月４日(月) 

                    電気自動車普及協議会(APEV) 

                     代表幹事   田嶋  伸博 



Association for  the Promotion of Electric Vehicles 
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2010年6月29日 電気自動車普及協議会 設立 

 地球環境の保全、持続可能な社会の実現 

【当協議会が目指すこと】 

 － EV関連の事業や研究、普及活動を行う、  
          事業者・研究機関・各種団体のネットワーク化 
 

 － EVを受け入れる社会の成熟のための 
          EV普及活動のサポートや政策提言 



Association for  the Promotion of Electric Vehicles 
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Association for  the Promotion of Electric Vehicles 

会員一覧 2013年2月末現在 

◆正会員(企業会員) 合計164社 
      
◆特別会員(自治体、研究機関、報道機関) 合計83団体 
 
◆行政 国土交通省 関東運輸局自動車技術安全部 
      
◆賛助会員(個人会員) 合計  108人 
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国内 …北は北海道から 
      南は九州まで 
海外 …アジア 、オセアニア 
    アメリカ 
    ヨーロッパ  まで 
 

幅広い地域から御参加頂いています    

 皆様も是非ご参加ください 



Association for  the Promotion of Electric Vehicles 
海外でもAPEV活動スタート！ 

4 

2012年4月  
APEV台湾設立準備委員会発足 

2011年10月  
APEVニュージーランド発足 

今後も、世界各国にAPEV拠点を設立予定。随時お知らせ致します。 

2012年9月  
APEVドイツ設立準備委員会発足 



未来のこどもたちに、美しい地球を残すために 

Association for  the Promotion of Electric Vehicles 
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EV超小型モビリティ 
デザインコンテスト 企画 

電気自動車普及協議会 
Association for the Promotion of Electric Vehicles 
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電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 

プロジェクト概要：企画の狙い 

 
 『EV超小型モビリティ デザインコンテスト』 
 

 ・超小型モビリティの3次元デザイン（*注１）案を募集、審査、発表する。 
      ※注1：国交省の定める超小型モビリティ規格に適合した電気自動車（EV）の上屋（うわや）のデザイン 

 

 ・単なる車のデザインだけではなく、 

         社会・街・地域の人々・文化等との関わりも含めた環境デザインを募集。 

  

 ・「18歳以上の学生・原則2名以上」   のチームで応募～    アイデアを皆で広げ育てる環境を用意 

 ・ 製作活動の進捗をSNSを活用して共有  ～ 製作プロセスも評価対象に 

 ・ 2次審査においては、3次元デザインツールを提供 

  

 ・2014年以降も当コンテストを継続開催し、デザイン→設計→実車製作までを視野に 
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 - 当協議会の立場からＥＶの超小型モビリティ普及を推進したい 
 

 - 次世代を担う学生に、モノ作りの楽しさを体験してもらいたい 

   ＆ 学生側からの主体的な提案を促したい 



電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 

プロジェクト概要：組織 

 主催:  電気自動車普及協議会 

  後援:  経済産業省 （予定）     

      国土交通省 （予定）     

            東京大学大学院情報学環 

            ダッソー・システムズ 
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＊アイウエオ順 



電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 

プロジェクト概要：審査員・賞品 

【審査委員】 
   ◆審査委員長  

             奥山 清行 様 （工業デザイナー,KEN OKUYAMA DESIGN 代表） 

    ◆審査委員 

      安藤 忠雄 様 （建築家・東京大学名誉教授）  

      織作 峰子 様 （写真家・大阪芸術大学写真学科教授） 

      河口 洋一郎 様 （東京大学大学院 情報学環・学際情報学府教授） 

      藤本 彰 様 （元カースタイリング編集長） 

      田嶋 伸博    (電気自動車普及協議会 代表幹事）      

                             

【賞品】* ユニークな賞品 

      優秀作品となったチームに対して、 

       「電気自動車（EV）に関する特別な体験」を提供 
  例）   ・著名なデザイナーとの交流機会 

         ・ハワイなど海外の環境エネルギー関連展示会への招待&発表機会 

          ・海外EV企業・団体訪問及び交流     等 
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＊アイウエオ順 



電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 10 

プロジェクト概要：協賛企業 

【協賛予定】 

株式会社ストラタシス・ジャパン 

株式会社ベネッセホールディングス 

株式会社ワコム 

デル株式会社 

日本ヒューレット・パッカード株式会社 

レノボ・ジャパン 

株式会社アスプロス 

 
※協賛社を引き続き募集しています。 
 

 お問い合わせは、 contest@apev.jpまで。 



電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 

プロジェクト概要：参加学生メリット 

【参加学生へのメリット】 

 

 ・学生のコンセプトやデザイン提案力の養成  

 

 ・学生のキャリア形成と社会に対するアピール  

 

 ・学生のデジタルツールの活用スキル養成  

 

 ・学生のデザインが商品化される可能性がある 
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電気自動車普及協議会 Association for the Promotion of Electric Vehicles 

1次審査フェーズ 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

1次審査
フェーズ 

アイディア 
スケッチ製作 

SNS活用 

（交流イベント） 

最終審査フェーズ 公式発表 

1次審査締切 ● 最終審査締切 ● 

● 

参加チーム募集締切 ● 

3次元デザイン製作 

SNS活用 

（交流イベント） ● 受賞式@Tokyo ● 

コンテストの活動スケジュール 
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協賛企業募集 

参加チーム募集 

東京モーターショー 

シンポジウム ● 

1次審査結果発表 最終審査結果発表 

受賞者 成果発表@Hawaii ● 



皆様のご支援・ご協力、よろしくお願いいたします。 



 
 

「移動」のイノベーション 
クルマ・まち・暮らしの新しい価値創出 

セミナー 
 

２０１３年３月４日 

㈱ＪＴＢコーポレートセールス 
営業推進本部 ソーシャルソリューション地域交流推進局 

 
環境マーケット担当プロデューサー 

黒岩 隆之 



観光とモビリティの関連（交流人口の活性化） 

徒歩 

自転車 

自動車 

電車 

距離 

交流 



小域での2次交通としての自転車（回遊の促進） 

観光客の回遊の利便性をあげて、交流範囲を拡大させる。 
観光客からの経済的メリットを享受できる範囲を広げる。 

狭義な意味での観光事業者のみが受益する仕組みを変える。 



小域2次交通としての自転車（回遊の促進） 



都市での2次交通としての自転車活用 

旅ちゃりの仕組みを活
用した、都市コミュニ
ティでの自転車のシェ
アリング事業 



中・広域での2次交通としてのEV 



リース会社 

旅館（ホテル） 
リース会社の 
代理店契約 

（書類審査のみ） 

レンタカーナンバー登録
（わ）で社用車としてリース 

２次交通のチョイ乗り車両
としてＥＶをレンタル又は、
宿泊者の特典として提供 

通常は、社用車として営
業や送迎等の車両として
利用 

項目 ＥＶアイミーブ ガソリン車 

リース料金 ￥55,000 ￥30,000 

燃料代 ￥3,000 ￥15,000 

合計 ￥58,000 ￥45,000 

￥58,000－￥45,000＝￥13,000 
＠￥3,000×5回＝￥15,000 
※月、5回貸出をすればコスト回収 

公共交通機関で来訪された 
お客様のモビリティを 
確保することで、 

域内の回遊が生まれる！！ 

中・広域での2次交通としてのEV 

http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�
http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�
http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�


バスより自由、タクシーよりお得！！ 

低炭素に貢献！！ 公共交通機関での来訪促進で交通渋滞の緩和！！ 

安価で、自由な時間設定でレンタル可能 

２次交通の担保による顧客満足ＵＰ 

ガソリン車→ＥＶ 環境配慮 ＣＳＲ 

顧客メリット 

施設メリット 

地域 

中・広域での2次交通としてのEV 



バッテリーシェアリング事業実証 

バッテリー脱着型ＥＶバイクのバッテリーシェ
アリング事業（実証実験） 
鎌倉で実施中！！ 



松山市での実証事業（ＥＶ、超小型ＥＶ、自転車シェアリング） 



充電会員カードの発行、運用、サービス提供 

充電器情報配
信や、充電課金
等の充電に関
するサービス提
供のみならず、
自転車、バッテ
リー、ＥＶ、超小
型ＥＶ等の様々
なモビリティを
観光地（宿泊施
設）から、レンタ
ル出来る仕組
みの構築を目
指す。 



目指す姿 

駅 

公共交通・送迎バス 

旅館 

観光地小域内 

                   自転車・超小型ＥＶは域内 
                   周遊移動 
 

空港 

                   ＥＶは域外周遊広域 
                   シェアリング             
 

道の駅 

観光地小域内 

                   自転車・超小型ＥＶは域内 
                   周遊移動 
 

              乗捨て、乗継 ＥＶシェア 
              リングポイント    
 

公共交通・送迎バス 

これらの貸出、精算を おでかけＣａｒｄ
で展開する。 

http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�
http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�
http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�
http://www.keikyu.co.jp/company/%E6%97%A5%E7%94%A3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%80%80%E3%83%9B%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AB.jpg�


プロフィール  
 
１９９３年 (株)日本交通公社入社、団体旅行新宿支店配属後、１７年間、企業営

業を担務（社員旅行、報奨旅行、視察旅行、イベント、販売促進 等）、２００９年に
エコポイント事業のＪＴＢ内の総責任者として、事業展開を行う。 
２０１１年 (株)ＪＴＢ法人東京 マーケティング部に配属、環境マーケットにおける

国策に連動した、新たな事業領域の拡大と地域貢献（活性）を創造するプロデュー
サーに着任。 
２０１１年１２月に(株)日本ユニシスと協業で、ＥＶ・ＰＨＶユーザー向けの充電課金

認証会員サービス事業を起ち上げ、普通充電器（目的地充電網）の販売・設置事
業を開始。２０１２年１０月１５日より会員サービス事業も開始する。 
同時に、ＥＶ・ＰＨＶを活用した、ＥＶモビリティ観光活性事業も展開。 
環境省の地球温暖化対策事業（技術開発事業）で、鎌倉でのＥＶバイクのバッテ
リーシェアリング実証事業、地域における市場メカニズムを活用した取組モデル事
業で、観光アプリを活用した京都クレジットの流通メカニズム構築実証事業なども
手掛ける。 
 
  

(株)ＪＴＢコーポレートサービス 
営業推進本部 ＳＳＢ地域交流推進局 
環境マーケット担当プロデューサー 
 
黒岩 隆之 
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